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特集  みんなで回そう！ 教学マネジメント

職員×教学マネジメント

　大学行政管理学会の発足は1997年。職員が、大学の行政・

管理機能の専門職として機能する必要があるとの考えからつく

られた研究・交流組織です。大学職員を中心とした会員は約

1200人超。地区別、テーマ別の研究会を中心とした活動を

行っています【図表７】。

　教学に限りませんが、大学のマネジメントの課題の一つが、

トップマネジメント（執行部）の人選です。教員は研究・教育者で

あって、組織を束ねる訓練を積んではいません。職員は組織運

営を支援していますが、あくまで支援であり、授業の経験はありま

せん。官庁や民間企業出身のマネジメント経験者は、大学組織

に通じていません。現状大学はこの３者が混成された組織です。

それぞれの一長一短を考慮したマネジメントが求められます。

　組織として教育の質を高めるには、マネージャーだけでなく、現

場レベルでの教育支援、情報支援など、職員の力が不可欠で

す。平たく言えば「教職協働」ですが、企業では組織間の仕事が

交わるのが普通。あえて「○○協働」とは呼びません。こうした用

語があること自体、教員・職員間に壁があることを示しています。

　職員がいかなる力を高めれば組織人として力を発揮できるの

かは、まだ混とんとした状況です。ゼネラリストとスペシャリストどち

らであってほしいのか、スペシャリストであればどんな専門能力を

求めているのか、また将来トップマネジメントに加わるなら、その能

力はどこで磨くのか。職員が努力すべき方向を示すためにも、執

行部は、教学マネジメントに資する人事制度（採用、育成、評価、

処遇）やキャリアプランを示していくべきでしょう。

杉原 明

（一社）大学行政管理学会
副会長

　大学の組織力が重視されるにつれ、学会の活動も変化してい

ます。設立当初は管理職の職員であることが入会要件でした

が、現在は職階を問わず、教員や大学院生も含めて会員を募っ

ています。アカデミズム色を弱めた気軽な雰囲気の発表会や相

談会を開催したり、積極的に発議ができる職員を増やそうと、若

手・中堅職員にワークショップを企画してもらったりもしています。

　一方で変わらず力を入れていくのは、事例や課題、ロールモデ

ルの共有です。所属大学内の経験だけでは視野が狭くなります

し、職員がマネジメントに携わるロールモデルが自学にあることも

まれだからです。今後は、大学だけでなく企業の組織にも目を向

けるべきでしょう。企業では「ＳＤ」も「ＩＲ」も、そんな用語を使わな

くていいほど当たり前に行われています。組織を強くするための

視点、それに向けて成長できる場を、これからも提供し続けます。

職員の能力開発における事例、課題、
ロールモデルの共有を
組織力を高める職員のあり方を模索 他大学や学外の事例を知り、刺激を受ける場に

すぎはらあきら●東京都内学
校法人勤務を経て2003年工学
院大学入職。教育開発課課長な
どを経て、現在、同大学理事、総合
企画部部長。2008年大学行政管
理学会に入会、2019年より現職。

【図表5】事例大学の教学マネジメント体制図 

中期計画等の推進機関「大学
戦略会議」（学長が議長）が進
捗を管理。各センターに業務を
割り振り、各センターが計画を立
案、実行。

＊各大学への取材内容を基に編集部が作成。指示系統を簡略化して表現しており、関連部局を全て含んでいるとは限らない。詳細はＰ.22からの事例記事を確認のこと

東北公益文科大学 金沢工業大学 成蹊大学 東邦大学 関西大学

各部局の自己点検評価を「全学
教育点検評価部」が集約し、大
学としての自己点検評価を行う。

「部長会」が省察し、改善方針を
打ち出す。

教学の重要事項を審議する「大
学評議会」や関連する会議・委
員会を、事務局の「学長室」が支
える。ＩＲ部門を兼ねており、教学
全般の意思決定を支援する。

全学的な教学の審議・調整機関
である「全学教務委員会」と各部
局の間を、事務局「学長室」が取
り持つ。アセスメントプラン策定
時は時限的ＷＧが設置された。

「内部質保証推進プロジェクト」
が各部局と連携し、質保証の方
針を決定。各部局は教育推進部
の下に置かれた教学ＩＲプロジェ
クトと連携して取り組む。

全学教務委員会

学
長
室

各
部
局

各
部
局

各
部
局

各
部
局

（
教
育
推
進
部
）

教
学
Ｉ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

各
部
局

各
部
局

各
部
局

支援
学
長
室

各
部
局

各
部
局

各
部
局各

部
会

各
部
会

各
部
会

各
部
局

支援 全学IR推進ＷＧ

内部質保証推進プロジェクト

大学運営会議など

大学評議会

各
部
局

各
部
局

各
部
局

各
部
局

全学教育点検評価部

部長会

各
セ
ン
タ
ー

各
セ
ン
タ
ー

各
セ
ン
タ
ー

各
セ
ン
タ
ー

大学戦略会議

【図表7】大学行政管理学会で開かれている研究会の例

＊大学行政管理学会Ｗｅｂサイト（https://juam.jp）を基に編集部で作成 

東日本支部 西日本支部

地区別
研究会

テーマ別
研究会

北海道地区　東北地区
関東地区　   北関東・信越地区

大学人事・事務組織研究グループ
大学職員研究グループ
財務研究グループ
大学経営見える化研究会
研究推進・支援研究会
学事研究会
ファシリティマネジメント研究会
USR研究グループ

大学改革研究会
教育マネジメント研究会
女子大学研究会
財務問題研究会
大学防災（減災）教育・対策研究グループ

中部・北陸地区　近畿地区
中国・四国地区　九州・沖縄地区

【図表6】職員に求められる役割
役割 することの例

▶文科行政の動向
▶教学マネジメントに
　ついての基礎的な知見
▶他大学の事例

▶データ収集とその連結、
　簡単な分析

▶学部間、部署間の
　情報や取り組みの共有
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〝
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
の
Ｄ
Ｐ

に
し
な
い
た
め
の
し
く
み
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
以
下
、

「
指
針
」）
に
よ
る
定
義
は
、「
大
学
が

そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
管
理
運
営
」。
教
育
は
大
学
の
最
重

要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
自
ら
の
責

任
で
自
大
学
の
諸
活
動
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
改
革
・
改
善
に
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
質
を
自
ら
保
証
す
る
」
と
い

う
内
部
質
保
証
の
有
効
な
手
段
、
そ
れ

が
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　「
指
針
」の
記
述
を
よ
り
具
体
的
な
言

葉
に
す
る
と
、「
デ
ィ
プ
ロ
マ・ポ
リ
シ
ー

（
Ｄ
Ｐ
）
等
の
教
育
目
標
を
適
切
に
設

定
し
て
達
成
度
を
測
定
し
、
測
定
結
果

に
応
じ
た
改
善
活
動
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
流
れ
を
公
表
す
る
こ
と
」
と

な
ろ
う
。
こ
の
し
く
み
が
な
け
れ
ば
、

Ｄ
Ｐ
は
〝
た
だ
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
だ
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
」
で
掲

げ
ら
れ
た
「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の

転
換
」
の
実
現
に
向
け
て
も
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
将

来
予
測
が
困
難
な
時
代
に
向
け
て
大
学

は
、
卒
業
後
も
常
に
学
び
続
け
る
自
律

的
な
学
修
者
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
学
修
者
本
人
が
、

何
が
身
に
付
い
た
の
か
を
実
感
で
き
る

し
く
み
が
必
要
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
調
査
に
よ
れ
ば
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
達
成
状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
大
学

は
約
８
割
に
上
る
が
、
評
価
尺
度
ま
で

定
め
た
大
学
は
半
数
以
下
【
図
表
１
】。

教
学
の
質
保
証
は
道
半
ば
と
い
う
現
状

が
、「
指
針
」
作
成
の
背
景
に
は
あ
る
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
法
的

義
務
は
な
い
が
、
内
部
質
保
証
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
な
ど
、
教
育
の
改
善
に

は
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
だ
。

　
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
に
よ
り
科
目
の
再
編

や
教
育
手
法
の
改
善
が
し
や
す
く
な

る
。「
社
会
が
変
化
す
る
中
、
人
材
輩

出
機
関
と
し
て
、
変
化
に
応
じ
た
教
育

を
行
う
し
く
み
と
し
て
必
然
」（
金
沢

工
業
大
学
大
澤
学
長
）。
ま
た
こ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
自
体
が
、
教
職
員
の
仕

事
へ
の
目
的
意
識
を
高
め
、
自
律
的
な

改
善
行
動
を
促
す
と
い
う
「
参
画
意
識

や
組
織
力
の
向
上
」（
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
大
森
学
長
）に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
に
説
明
責
任
を
果
た
す
意
味
で

も
必
要
な
取
り
組
み
だ
。「
指
針
」
の

作
成
過
程
で
も
「
企
業
は
社
会
か
ら
認

め
ら
れ
る
た
め
に
決
算
公
告
な
ど
の
情

報
公
開
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
税
金

に
支
え
ら
れ
て
い
る
大
学
は
、
企
業
以

上
に
情
報
公
開
を
進
め
る
べ
き
」
と
の

企
業
人
委
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
情
報
公
表
に
よ
り
得
ら
れ
た
社
会
か

ら
の
信
頼
は
、
学
生
募
集
に
も
好
影
響

を
与
え
る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
は
、

地
域
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
過

程
や
成
果
、
在
学
生
の
成
長
の
様
子
な

ど
を
発
信
し
、
高
校
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
。
定
員
未
充
足
か
ら
脱
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
期
せ
ず
し
て
、
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
契
機
を
大
学
に
与

え
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
は
教
員
の
も

の
と
い
う
〝
聖
域
〞
の
開
放
。
コ
ロ
ナ

禍
で
始
ま
っ
た
遠
隔
授
業
は
職
員
の
支

援
や
他
教
員
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
授
業
手
法
も

多
様
化
し
た
今
こ
そ
、
教
職
協
働
の
新

た
な
教
育
の
形
に
取
り
組
む
時
機
だ
。

　
次
に
、
教
育
効
果
の
比
較
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
遠
隔
授
業
と

そ
れ
以
前
の
対
面
授
業
と
の
間
に
、
ど

職
員
を
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
ご
と
の
設
置
が
理
想
的
だ
。

　
常
設
の
委
員
会
で
担
う
場
合
、
組
織

づ
く
り
の
労
力
は
不
要
な
反
面
、
既
存

の
業
務
よ
り
優
先
順
位
が
下
が
っ
た
り
、

輪
番
制
だ
と
思
い
切
っ
た
改
革
に
取
り

組
み
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。た
だ
し「
規

模
が
小
さ
く
て
も
既
存
組
織
で
い
っ
た

ん
取
り
組
み
、
教
育
改
善
の
実
績
を
つ

く
っ
て
か
ら
、
新
た
な
組
織
や
予
算
を

つ
け
た
ほ
う
が
浸
透
し
や
す
い
」（
関

西
大
学
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

　
認
証
評
価
に
向
け
て
「
内
部
質
保
証

委
員
会
」
を
新
設
す
る
場
合
は
注
意
が

必
要
だ
。
既
存
の
教
学
系
組
織
と
の
役

割
分
担
が
明
確
で
な
い
と
、
名
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
現
場
が
混
乱

し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
な
お
、
取
材
し
た
５
大
学
も
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
文
化
に
よ
り
体
制
は
異
な

る
。【
図
表
５
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
今
号
の
取
材
対
象
者
の
多
く
が
、「
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。
そ

し
て
同
じ
く
よ
く
聞
か
れ
た
の
が
「
専

門
性
よ
り
、
推
進
力
の
方
が
重
要
」
と

の
声
だ
。
学
修
成
果
の
デ
ー
タ
分
析
も

単
純
な
ク
ロ
ス
集
計
程
度
で
も
、
議
論

の
種
は
十
分
に
つ
く
れ
る
。
障
壁
は
む

し
ろ
、「
考
え
方
が
浸
透
し
な
い
」「
協

力
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
組
織
に

関
す
る
問
題
の
よ
う
だ
。
な
お
取
り
組

み
が
先
行
す
る
大
学
は
、
自
学
の
組
織

文
化
に
通
じ
、
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
よ
う
に
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

職
員
の
活
躍
が
め
だ
つ
。

　
成
蹊
大
学
は
「
自
学
に
な
い
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
他

大
学
や
企
業
を
頼
っ
て
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
を

行
う
」
と
の
考
え
だ
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

作
成
に
困
っ
た
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
困
っ
た
ら
テ
ス
ト
理

論
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
そ
の
知
見
を

議
論
の
き
っ
か
け
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
Ｄ
Ｐ
の
達
成
は
、授
業
だ
け
で
な
く
、

入
学
前
の
学
生
募
集
か
ら
課
外
活
動
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
至
る
ま
で
、
大
学
の

全
運
営
活
動
の
集
大
成
だ
。そ
れ
ゆ
え
、

職
員
の
参
画
な
き
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
特
に
Ｑ
７
で
も
紹
介
し
た
推
進

力
と
な
る
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
、
取

材
を
基
に
紹
介
す
る
【
図
表
６
】。

　
①
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
教
員
に

共
有
す
る
役
割
。
東
邦
大
学
で
は
学
長

室
の
職
員
が
学
長
の
意
向
を
く
み
取

り
、
文
部
科
学
省
の
委
員
会
の
ネ
ッ
ト

配
信
や
議
事
録
を
聴
講
、
各
学
部
に
共

有
し
て
い
る
。「
指
針
」
へ
の
教
員
の

疑
問
な
ど
も
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

　
他
大
学
の
先
行
事
例
の
収
集
も
重
要

だ
。
教
員
は
授
業
の
プ
ロ
だ
が
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

職
員
の
知
見
が
取
り
組
み
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
。「
自
学
の
あ
る
べ
き
姿

を
客
観
的
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
自
学

で
全
て
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的

に
外
部
の
知
見
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
が
   ＊4
　大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

や
、
連
携
先
の
大
学
と
の
交
流
で
先
行

事
例
を
学
ん
で
い
る
」（
成
蹊
大
学
）。

　
②
Ｉ
Ｒ
の
役
割
。「
学
内
の
動
向
に

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
教
員
が
必
要

と
し
そ
う
な
デ
ー
タ
や
資
料
を
先
回
り

し
て
準
備
し
て
い
る
。ま
た
日
常
的
に
、

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
教
員
と
意
見
を
交
換
し
て
い
る
」（
関

西
大
学
、
成
蹊
大
学
）。

　
③
学
部
・
学
科
間
、
部
署
間
の
連
携
・

調
整
を
す
る
役
割
。
特
に
大
規
模
大
学

に
お
い
て
は
、
他
の
学
部
や
部
署
に
お

け
る
先
行
事
例
を
紹
介
す
る
と
い
っ

た
、部
局
を
横
断
す
る
役
割
が
重
要
だ
。

　
な
お
、
職
員
に
こ
う
し
た
活
躍
の
場

を
用
意
し
、
職
員
と
協
働
す
る
よ
う
教

員
に
促
す
の
は
ト
ッ
プ
の
仕
事
だ
。「
執

行
部
が
教
職
協
働
の
体
制
で
な
け
れ

ば
、
現
場
に
教
職
協
働
を
命
じ
て
も
効

果
は
な
く
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
な

し
得
な
い
」（
大
学
行
政
管
理
学
会
杉

原
氏
）。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
の
目
的

は
、
学
生
が
学
修
成
果
を
把
握
し
、
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
成
長
す
る
し
く

み
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
い

る
か
を
学
生
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

が
一
般
的
だ
が
、
学
生
が
自
身
の
能
力

の
伸
長
／
不
足
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

（
＝
自
己
評
価
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
）

を
基
に
、
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
述
べ

る
形
の
聴
取
の
ほ
う
が
、
彼
ら
の
リ
フ

れ
だ
け
質
や
成
果
の
差
が
あ
る
の
か

は
、検
証
に
足
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
社
会
が
大
学
教
育
に
注
目
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
休
校
措
置
や
授
業

方
式
の
変
更
等
に
よ
り
、
学
生
や
保
護

者
の
不
満
が
報
道
さ
れ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
内
容
と
は
い
え
、
大
学
の
教
育
が

世
間
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
。
注
目
が
高
い
今
こ
そ
、
教

育
改
善
の
ア
ピ
ー
ル
に
適
し
て
い
る
。

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
い
。肝
心
な
の
は
、

項
目
同
士
の
関
連
性
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
。「
指
針
」
の
各
文
章
の
文

末
は
「
必
要
」「
期
待
」「
考
え
ら
れ
る
」

の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
優
先
度

の
目
安
に
な
る
が
【
図
表
４
】、「
必
要
」

の
項
目
の
み
を
実
行
し
て
も
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
の
歯
車
は
回
ら
な
い
。
例
え
ば
、
明

確
な
学
修
目
標
の
設
定
が
な
い
ま
ま
、

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
も
、
出
た
デ
ー
タ
の

使
い
よ
う
が
な
い
。
求
め
ら
れ
る
の
は

あ
く
ま
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
自
学

に
と
っ
て
本
当
に
「
必
要
」
な
項
目
に

つ
い
て
、
項
目
同
士
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
だ
。

　
ち
な
み
に
今
号
で
取
材
し
た
５
大
学

の
取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
や
や
手

薄
だ
っ
た
の
が
「
望
ま
し
い
教
職
員
像

の
定
義
と
共
有
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

へ
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
」「
Ｄ
Ｐ
達
成
状
況
を

学
生
が
語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど

だ
っ
た
。
前
者
２
つ
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
学
生
へ
の
教
育
と
同
様
、
職

能
開
発
の
新
た
な
し
く
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
後
者
の
「
学
生
が

語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

東
北
公
益
文
科
大
学
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
も
と
に
年
２
回
の
面
談
を
実
施
、
関

西
大
学
で
は
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
形
式

で
達
成
度
を
学
生
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

自
覚
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
指
針
」
の
内
容
が
自
学
で

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
読
む
と
よ
い
だ
ろ
う
。Ⅰ
〜

Ⅴ
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
は
、
成
功
例
と
、

あ
り
が
ち
な
課
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

で
き
て
い
な
い
こ
と
や
思
い
当
た
る
課

題
に
つ
い
て
、
対
処
を
考
え
た
い
。

　「
指
針
」
の
「
概
要
」、
い
わ
ゆ
る
ポ

ン
チ
絵
【
図
表
３
】
に
つ
い
て
は
、
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
歯
車
の
大
き

さ
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回
る
と
、授
業
科
目
レ
ベ
ル
、

大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
回
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら「『
指
針
』

は
特
に
学
部
長
に
読
ん
で
ほ
し
い
」と
、

作
成
委
員
を
務
め
た
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
の
大
森
学
長
は
言
う
。
東
邦
大

学
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
重
視

し
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
型
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
学
部
ご
と
に
設
け
て
い
る
。

　
読
み
進
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。多
く
の
場
合
、「
指

針
」
作
成
過
程
の
議
論
に
答
え
が
あ
る
。

「
指
針
」
の
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」

や
、
   ＊3
　教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員

会
の
議
事
録
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
   ＊3
　質
保
証
シ
ス

テ
ム
部
会
の
議
事
録
も
読
む
と
、
今
後

求
め
ら
れ
る
方
向
性
が
わ
か
る
。

　
文
科
省
は
   ＊3
　事
例
集
や
解
説
動
画
も

公
開
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　「
指
針
」
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い

の
で
、
実
行
す
る
項
目
や
方
法
は
大
学

　
ま
ず
、「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
各

部
局
の
取
り
組
み
の
集
大
成
」（
大
森

学
長
）
な
の
で
、
全
部
局
と
連
携
が
取

れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。
教
務

だ
け
、Ｉ
Ｒ
だ
け
、
と
い
う
体
制
は
あ

り
得
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
実
際
に
教

育
改
善
に
取
り
組
む
実
務
者
レ
ベ
ル
の

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と
。
例
え
ば
東

北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
実
行
計
画
を

各
セ
ン
タ
ー
が
担
う
だ
け
で
な
く
、
自

己
点
検
シ
ー
ト
の
作
成
に
極
力
多
く
の

教
職
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
全
教
職
員

の
参
画
を
促
し
て
い
る
。

　
組
織
の
形
態
は
、
新
規
組
織
の
設
置

と
既
存
組
織
の
活
用
、
ど
ち
ら
も
一
長

一
短
あ
る
。
新
規
の
場
合
は
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
型
の
Ｗ
Ｇ
を
勧
め
た
い
。
組

織
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
だ
か

ら
だ
。
そ
の
際
は
実
務
者
レ
ベ
ル
の
教

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
。
実
際
、
学

修
成
果
の
一
部
で
あ
る
汎
用
的
能
力
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
前
に
、
学
生
と

教
員
が
面
談
す
る
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
東
邦
大
学
医
学
部
は
、
学
生

が
教
育
上
の
要
望
を
大
学
に
提
言
す
る

「
学
生
教
育
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
代
表
学
生
が
月
１
回
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
担
当
の
教
員
に
授

業
内
容
や
科
目
編
成
へ
の
要
望
を
提

言
。
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
欧
州
で
は
認
証
評
価
機
関
に

学
生
が
参
画
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
が
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
と
は
い
え
、
い
き
な
り
そ

こ
か
ら
始
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入

し
て
も
、目
的
が
不
明
で
あ
れ
ば
、デ
ー

タ
を
見
て
お
し
ま
い
、に
な
り
が
ち
だ
。

途
中
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
る
と
、
取

り
組
み
同
士
の
つ
な
が
り
が
な
い
た

め
、結
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。

回
り
道
の
よ
う
で
も
、「
指
針
」
で
言

え
ば
Ⅰ
の
「
Ｄ
Ｐ
を
起
点
と
し
た
学
修

目
標
の
具
体
化
」
か
ら
進
め
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｐ
自
体
に
課
題
が
あ
る

大
学
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
東
邦
大

学
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
作
成
の

た
め
に
各
学
部
で
Ｄ
Ｐ
を
能
力
別
に
分

解
・
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
抽
象
的
で
測

定
が
難
し
か
っ
た
り
、
内
容
が
重
複
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
と
い

う
。Ｄ
Ｐ
は
構
成
員
全
員
が
め
ざ
す
目
標

な
の
で
、
こ
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て

教
職
員
、
学
生
に
共
有
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
進
め
ら

れ
な
い
。「
指
針
」
と
、
取
材
し
た
大
学

の
取
り
組
み
を
基
に
し
た
進
め
方
の
手

順
を
【
図
表
８
】
に
ま
と
め
た
。
前
の

ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
活
用
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
進
め
よ
う
。

　
コ
ツ
の
１
つ
は
、ビ
ッ
グ
ワ
ー
ド（
い

ろ
い
ろ
な
意
味
を
内
包
す
る
抽
象
的
な

言
葉
）
を
使
わ
な
い
こ
と
。
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
で
き
て
し
ま

い
、
測
定
が
し
に
く
い
か
ら
だ
。
あ
る

程
度
の
共
通
理
解
が
で
き
る
言
葉
ま
で

具
体
化
、
細
分
化
し
よ
う
。「
学
士
力
」

「
社
会
人
基
礎
力
」
な
ど
が
参
考
に
な

る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、

就
職
先
の
企
業
１
５
０
社
に
聞
い
た
、

入
社
段
階
で
必
要
な
力
を
参
考
に
、
４

つ
の
Ｄ
Ｐ
を
22
の
学
修
目
標
に
分
解
す

る
手
法
も
あ
る
【
図
表
９
】。

　
も
う
１
つ
の
コ
ツ
は
、
一
文
に
入
れ

る
能
力
要
素
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
複

数
の
能
力
要
素
を
入
れ
る
と
、
測
定
対

象
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
１
つ
の
Ｄ
Ｐ

を
分
解
し
、
具
体
的
な
学
修
目
標
を
複

数
設
定
す
る
整
理
の
し
か
た
（
Ｄ
Ｐ
１

－

１
、
２
、
３
／
Ｄ
Ｐ
２

－

１
、
２
、

３
…
）
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
ま
ず
は
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
現
場

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
執
行

部
に
と
っ
て
は
中
長
期
計
画
、
認
証
評

価
と
い
っ
た
〝
大
目
標
〞
が
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
動
機
と
な
る
が
、
大

き
す
ぎ
る
目
標
は
、
現
場
の
教
員
に
は

現
実
感
が
乏
し
い
。Ｑ
６
で
述
べ
た
よ

う
に
、
統
括
組
織
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の

教
員
を
含
め
、
大
目
標
を
中
目
標
、
小

目
標
に
細
分
化
し
て
現
場
に
伝
え
る
役

を
果
た
し
て
も
ら
う
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
特
に
大
規
模
大
学
は
足
並
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
一
部
の
学
部
か
ら
、
徐
々
に

広
げ
る
手
法
も
有
効
だ
。
関
西
大
学
は

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
、

賛
同
が
得
ら
れ
た
学
部
・
学
科
か
ら
開

始
。
利
点
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、学
部
・

学
科
か
ら
の
分
析
、
デ
ー
タ
活
用
の
依

頼
が
増
え
て
い
る
。

　
大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
職
員
の
活
躍
が
不
可
欠
だ
。
東

邦
大
学
で
は
統
括
組
織
に
各
部
局
の
状

況
を
報
告
し
適
宜
調
整
を
促
し
た
り
、

よ
い
取
り
組
み
は
他
の
学
部
に
も
共
有

し
た
り
す
る
ほ
か
、Ｄ
Ｐ
な
ど
を
整
理

す
る
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
各
部
に
提

供
し
、
全
学
部
の
レ
ベ
ル
を
整
え
る
努

力
を
し
て
い
る
。【
図
表
10
】
の
解
決

ア
イ
デ
ア
例
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
参
加
す
る
こ
と
で
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
速
度
と
質
が
上
が
る
研
修
、
つ
ま

り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
自
学
の
具

体
的
な
課
題
解
決
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

目
的
と
し
た
内
容
、
設
計
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
の
研
修
や
、
知
識
イ
ン
プ
ッ
ト
の
勉

強
会
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
Ｆ
Ｄ
と

し
て
、
実
際
に
使
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
た
。
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
１

ス
テ
ッ
プ
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
教
員

の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
へ
の

理
解
が
進
ん
で
コ
ミ
ッ
ト
が
高
ま
る
な

ど
、
一
石
何
鳥
も
の
効
果
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
こ
れ
か
ら
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
は
、Ｄ

Ｐ
達
成
の
た
め
の
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
」（
大
森
学
長
）。

　
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
学
修
者
本
位

の
教
育
に
向
け
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
し
や
す
く
な
る
。
例
え
ば
現
状
の
可

視
化
は「
結
果
」が
中
心
で
、学
修
の「
過

程
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
が
難
し

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
と
遠
隔

授
業
の
視
聴
時
間
や
図
書
館
の
入
退
室

時
間
な
ど
、「
過
程
」
で
あ
る
学
生
の
行

動
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
だ
。
結
果
と
過

程
を
セ
ッ
ト
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
個

別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
観
察
が
難
し
い
大

規
模
大
学
で
は
特
に
有
効
だ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
一
部
の
教
職
員
し
か
持
た

な
い
専
門
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ

ば
、
そ
の
専
門
性
が
組
織
全
体
の
も
の

と
な
る
。
例
え
ば
金
沢
工
業
大
学
は
、

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
を
基
に
教
職

員
が
学
生
の
修
学
や
進
路
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
し
く
み
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
学
生
の
発
見
や

デ
ー
タ
の
解
釈
、
助
言
の
し
か
た
は
個

人
差
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
精
度
を
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
標
準
化
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
加
え
て
同
大
学
で
は
、ｅ
シ
ラ
バ
ス

の
活
用
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
し
く
み
を
整
え
て
い

る
。
シ
ラ
バ
ス
は
全
教
員
、
全
学
生
に

開
放
し
、
適
宜
科
目
担
当
者
が
授
業
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
情
報
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
追
加
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ぞ

究
極
の
「
み
ん
な
で
回
す
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
一
つ
の
形
と
言
え
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
の
教
育
の
混
乱
に
よ
る

一
部
学
生
等
の
不
満
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
、
大
学
教
育
に
つ
い
て
社
会
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
自
学

の
教
育
力
を
積
極
的
に
広
報
し
た
い
。

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
え
ば
、
期
待

通
り
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
実

も
見
え
て
く
る
。
そ
の
と
き
、
事
実
を

隠
さ
ず
、
改
善
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

と
共
に
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
公
表
す
べ

き
だ
。
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
を
恣
意
的
に

選
ん
で
紹
介
す
る
よ
り
社
会
に
好
感
を

持
た
れ
る
だ
ろ
う
。
金
沢
工
業
大
学
は

退
学
率
の
推
移
、
海
外
研
修
利
用
者
の

少
な
さ
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

も
含
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
多
様
な

教
育
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。「
要
改

善
点
も
含
め
て
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

と
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、

本
学
の
教
育
の
柱
で
あ
る
産
学
連
携
が

成
立
し
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
だ
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
や
、
東
北

公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、
定
員
未
充

足
に
陥
っ
た
際
、
自
学
の
教
育
を
真
摯

に
見
直
し
、
成
果
を
積
極
的
に
高
校
に

伝
え
続
け
る
こ
と
が
、
学
生
募
集
の
安

定
化
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
る
。
学
生

募
集
の
み
な
ら
ず
、
今
後
大
学
に
は
、

地
域
や
企
業
と
共
に
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
情

報
公
表
は
社
会
と
の
連
携
の
ベ
ー
ス
と

な
る
手
段
だ
。
社
会
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
教
育
を
求
め
、
改
善
し
続
け
る
機

関
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

＊4 一般社団法人大学ＩＲコンソーシアム。60大学が加盟。
　  学生調査分析を軸とするＩＲ機能の開発を基盤として、会員間での相互評価の結果を学士課程教育の質的向上に結びつける質保証システムの創出と全国規模のＩＲコミュニティの育成を行う

ＷＧ

支援

連
携

し
ょ
う
へ
い

情報収集と
その共有
①

7

専
門
家
が
い
な
く
て
も

で
き
る
の
か
？

で
き
る
。
元
来
「
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
」
は
い
な
い
。

A

8

職
員
は
ど
ん
な
役
割
を

担
う
べ
き
か
？

情
報
収
集
、Ｉ
Ｒ
、
連
携
・
調

整
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
。

A

9

学
生
に
は
ど
う
関
わ
っ

て
も
ら
え
ば
よ
い
か
？

教
育
と
学
修
成
果
の
関
係
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
。

A


